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都市公 団に お ける薄層土壌に よる屋上緑化技術
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1 ．は じめ に

　都市基盤整備公団 で は、20年以上前か ら屋上庭園や人

工 地盤と呼ばれ る屋上緑化 を実施してきた。

　近年、環境へ の 配慮が求められ る中、公団にお い ては

環境共生住宅 へ の 取 り組み を推進する た め、屋上緑化に

積極的 に取 り組む こ とと し、1993 年 に新た な屋 上緑化技

術の 開発に着手した 。 種 々 の調査研究、実験、新規団地

で の 試行等を行い、その成果を 「薄層土壌による屋上緑

化技術」 として取 りまとめた。

　公 団で は、昨年、新公 団 として の 中長期業務運営方針

を策定 し、環境に 配慮 した ま ちづ くりを柱 の ひ とっ と し

た。そ の具体的な取 り組み として、屋上緑化の推進 もと

りあげ、こ の技術を活用 して、屋上緑化 の 更なる推進に

取 り組む こ ととした。

　こ こ で は、「薄層土壌に よ る屋上緑化技術」につ い て、

試験研究の成果も含めて 報告する。

写真一11977 年に完成 した北砂 5丁 目団地 （東京都江

　　　　東区）高層住宅（14恥の屋上庭園。

　　　　人 工 地盤の 緑化技術をもとに 40〜60cm の 土壌

　　　 厚を確保し、中 ・低木 を植栽して い る。

2．薄層土壌に よる屋上緑化技術の概要

（1）開発 の 経緯

　1992年の 地球 サ ミ ッ ト以降、環境問題 へ の社会的な関

心 が高ま り、環 竟に 対する負荷を軽減する まちづ くりが

求められ るよ うに な っ た。

　屋 上 緑化 につ い て も、上記の 視点か ら更に 面的な拡大

へ の 対応 が 必要 に なっ た。

　公 団の 事業にお い て 、 屋上緑化を更に普及 させ、面的

な拡大を行 うに は、以下の課題があ っ た。

　  建物へ の 負荷荷重を軽くする

　  低 コ ス トに抑える

　  公 団の 賃貸住宅 の 植物管理 と同 じ管理水準で 屋 上 の

　　植物が生育できる嚠竟を整備する

　こ れ らの 課題を解決するた め、1993年に本社 （千代田

区九段）屋上に実験施設を整備 し、新しい 屋上緑化技術

開発の ための 研究を開始 した、

　　本社屋上 で の 主な研究内容は、次の 項 目で ある。

　  薄層土壌 （10、15、20c 皿 の 3種類の 土壌厚）に お

　　け る地被植物 の 生育比較

　  同上 に係る管理区、 無管理区の 生育比較

　  土壌断面 の温度測定

　こ の 研究によ り、薄層土壌による屋上緑化 の 目処 が た

っ た こ とから、1997 年に は、八王 子 に ある技術セ ン タ
ー

（技術試験場）の 「すまい と環境館」 の 屋上 に約 200  

の 本格的な屋上緑化試験研究施設 を整備し、実用化の た

めの 研究を進め て きた 。 また、こ の 施設 は一般公 開す る

こ とによっ て技術の普及 も図っ て きた。

　技術セ ン タ
ーで の 主な研究内容は、次 の 項 目で ある。

　  薄層土壌 （厚 15cm） に おける植物生育試験

　  屋上 の 熱環境調査

　  土壌水分測定

　  屋上 ミニ ビオ ト
ー

プ実験

★
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　公 団で は、こ れ らの 研究成果を活用 しな が ら、1999

年度まで に 94 の 新規建設団地 で集会所、自転車置場等

の屋上緑化を試行的に実施 し、その 状況もフ ォ ロ ー
調査

するこ とにより、屋上緑化 の 設計 、 施工 面 で の フォ ロ ー

ア ッ プを行い、実用化を図っ て きた。

（2）薄層土壌に よ る屋上緑化技術の 特徴

（i）改良土による軽量化 と低 コ ス ト化

　公団で は、これまで の 試験研究と試行の 結果、15c 皿厚

の 改良土と 5c皿厚 の 排水層があれば、コ ウライ シ バ や ブ

イ リヤブラ ン 等の 草本類が 日常的な潅水を行わなくて も

生育する こ とが確認で きた こ とか ら、15cm の 土壌厚 を標

準と し、標準断面を図
一1 の ように設定 した 。

　使用する 土壌は、黒土 ・真砂土等の 自然±壌に、軽量

化 と保水性の改善の ために、土壌改良材 （真珠岩パ ー
ラ

イ ト等）を混合した改良土 として い る。自然土壌と土壌

改良材の 混合比は、試験研究 に おい て植物の 生育が良好

であっ た以下の もの とした。

　　黒　土 ；改良材＝7 ； 3 （容積比）

　　真砂土 ： 改良材 ＝ 5 ： 5 （容積比）

　土壌下部には、効果的な排水 と適切な保水を行 うため

の排水層 （黒曜石 パー
ライ ト等）を全面に設けるこ とに

して い る。

　こ の 標準断面 で 黒土改良土を使用 した場合の 荷重 （排

「
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　　図
一1 薄層土壌に よる屋上緑化標準断面

　自然土壌をベ ー
ス に した改良土壌を使用する こ とに よ

り、
工 事費を低く抑え る こ とが可能となっ た。また、土

壌生物が生息する環境が 早期に確保 されるこ とにより、

より多様な生き物の 生息が可能 とな り、屋上の 利用目的

の 選択肢を広げ る こ とがで きた。

　た だ し、屋 上 の 利用 目的により、 樹木の 植栽を行う場

合は、「人 工 地盤緑化工 法指針」 （1983 ：住宅 ・都市整備

公団）を参考に して、適切な土壌厚を確保する こ とに し

て い る。

（ii）省管理化

　植物の 維持管理 に つ い て は、公 団住宅の
一
般的な緑地

の 管理水準 で 良好な状態 に維持で きる こ とが確認 で きた

の で 、 次の作業項目を屋上緑化の管理 の 標準 として考え

て い る。

　
・潅水　異常干ばつ 時 （0 〜1 回程度／年）

　 ・除草　初夏 〜 秋 （1〜 2 回程度／年）

　
・点検　建築物 （特 に排水施設）及び植物の 生育、病

　　　　　虫害 （屋根等の管理業務の範囲で適宜）

　 ・施肥　必要に応じて （数年に 1 回程度）

潅水にっ い ては、技術セ ン タ
ー

で の 試験研究 にお い て

も無潅水 （水分 の 供給は降雨 の み）で の 調査 を継続 して

お り、植物の 生育は良好で あ るが、異常干ばつ 時 の 対応
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図
一2 降水量 と土 壌水分 （1999 年 7 月）
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が で きる よ うに 、散水栓等を設置して お く必要があ る。

　図
一2 は、技術セ ン ター

の 屋上 緑化実験施設で の 1999

年 7 月 の 降水量と土壌水分 （土壌水分計によりPF 値 を

自動的に計測）の 変化 をグラフ に表したもの で ある。降

雨により飽和状態になっ た土壌が、乾燥 してい く状況が

あ らわれ て い るが、PF 値は、3．0 以下 で収まっ て お り、

植物の 生育に とっ て 過乾噪の 状況に なる こ とは なか っ た。

　除草につ い て は、特に植栽初期 にお い て 植物が 十分に

生育で きるよう、マ ル チ ン グに よ り雑草の 侵入 を抑制す

るとともに、適切 な頻度で実施する必要がある。

（丗）薄層土壌による屋上緑化に適 した植物

　薄層土壌による屋上緑化に適した植物を選定する ため、

技術セ ン ターで の 研究で は、約 110 種の 植物の 生育実験

を行 い 、コ ウライ シバ 、ツ ワ ブキ、キチジ ョ ウソ ウ、
ツ

ル マ ンネ ン グサ等約 80 種の 植物を推奨植物として リス

トア ッ プ し、現在も継続して調査 して い る。

　こ こ に は、ハ
ーブの 試験区も設 けてお り、オ レ ガ ノ、

コ モ ン タイ ム 、フ リン ジラベ ン ダーなども推奨植物に し

て い る。更に、技術セ ン ターの 別 の 建物 の 屋上を利用 し

て、約 50種の植物 の 生育試験も追加 して い る。

　薄層土壌に よ る屋上緑化に導入する植物は、こ れ らの

試験研究や実施事例 の フ ォ ロ
ー調査 の デ

ー
タを参考に、

耐乾陸、被覆速度 、市場性、地域性等に留意して 、緑化
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図
一3 技術セ ンター屋上 の 温度測定地点

　　　 （3、23 の 温度変化 をグラ フ化して い る）
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イ メージに 沿 っ て幅広 く選定する よ うに して い る。

（iv）緑化 に よ る断熱効果

　屋上緑化の 効果 と して 、緑化に よる断熱性 の 向上があ

げられ るが、薄層土壌に よる屋上緑化を行 っ た場合と緑

化を行わない 場合の 温度変化を調査した。技術セ ン タ
ー

の 屋上緑化試験区におい て、表面温度、地中温度等を年

間を通 して、温度セ ン サーに より測定 した。図一4 は そ

の 測定結果の
一
部をグラフ にした もの で ある。コ ウライ

シ バ で緑化した部分の 改良土壌下（厚 正5cm）及び コ ン ク

リート平板 （厚 6c皿 ）を敷きつ めた部分の 平板下の 2 点

（図
一3）の 温度と気温 の

一
日の 変化を表わ してい る。2 点

の 温度差は、最大時に約 25℃に達 してお り、薄層土壌に

よ る屋上緑化にお い て も断熱の 効果は大 きい こ とが確認

で きた。

3 ．薄層土壌による屋上緑化実施事例

　公団で これまで に実施 して きた屋上緑化 の 事例 の 中か

ら、主なもの を報告する。

  長峰・
杜 の

一
番街 （東京都稲城市）　 完成 1994年

　平屋建 て の 集会所屋上 に 園路を取 りっ け、ベ ン チ等を

設置して レス トコ ーナーとして利用 して い る。
コ ウライ

シ バ とジ ャ
ー

マ ン ア イ リス で緑化 して い る。 現在は 、 シ

ロ ツ メクサが入 っ てい るが、美しい グラン ドカバ ーとな

っ て い る。

写真一4　多摩 NT 長峰・杜の
一

番街　集会所屋上

畫　霞　室　畫　婁　婁　畫　蒹　毳　襄　§　§

図
一4　温度測定結果（1997 年 8 月 10 日）
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  ア
ーベ イ ン ビオ春日 （福岡県春日市）　 完成 1996年

　アール をっ けた集会所屋上をコ ウライ シ バ で 緑化 し、

住宅からの 景観に配慮 して い る。

　　　　　　　　　　　！1繍 、、麟 钁灘覊 覊鑼
写真一5　ア

ーベ イ ン ビオ春日　集会所屋上

  ア ミン グ潮江 ウェ ス ト（兵庫県尼崎市） 完成 1999 年

　JR 尼崎駅前の 再開発地区で 商業施設 の 屋上 に設けた

芝生広場 。 高層住宅の 居住者が利用する集会所と
一

体的

に利用で きる ように計画して あ り、高密な再開発地区で

人 々 の やすらぎの 場 となっ てい る。

写真一6　ア ミング潮江ウェ ス ト　商業施設屋 上

  コ ン フ ォ
ー

ル 南浦和（埼玉 県浦和市） 完成 2000年

写真
一7　コ ン フ ォ

ー
ル 南浦和　ポ ンプ室等屋上

　立体駐車場へ の ア プ ロ
ー

チと レ ス トコ ーナー、遊び場

として ポ ンプ室、ごみ置場の屋上を利用 してい る。 薄層

土壌にポテ ン テ ィ ラ、アガパ ン サ ス 、ギボ ウシ等を植栽

して い る 。

4 ．今後の課題

　今後 の 公団事業の重点 となる都心部におい ては、屋上

空間は貴重なオープ ン ス ペ ー
ス であり、緑化可能 ス ペ ー

ス で ある、快適な都市環境、居住嚠 竟を実現する上 で、

屋上空間をよ り有効 に活用す る こ と を考え る必 要 が ある。

屋上は、高密な地上部と比べ 、日照や 通風 、 眺望に優れ

るとい う利点もあ り、 その利用形態にも遊び場や広場、

休息の場、花壇、菜園等様々 なもの が考えられる。 この

よ うな場には何れ も緑 が 不可欠 で あ り、屋上利用 に関す

る安全対策や ソフ ト面 で の検討が 必 要 で ある こ とは言 う

まで もない が 、その 場 の 緑化につ い て も多様な緑化技術

が求められ、緑化技術 と管理手法の更なる検討を進め る

必要があ る。

　技術セ ン ター
で の 調査研究と合わせ、実施事例の フ ォ

ロ
ー

調査を行 い 、屋上緑化技術 の 改良を進 め て い きた い

と考えて い る。
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